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森林信託を受託しました
～信託を活用した林業再生にチャレンジ！～

こんなときは低栄養の危険あり！
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健康ライフの基礎知識 肉と魚は１：１で、どちらもしっかり食べましょう！監修：一般社団法人日本応用老年学会

メタボを気にして栄養のとり過ぎが問題にされ
がちですが、高齢期では、むしろ「低栄養」になる
人が少なくありません。人間は、老化現象によっ
て体重や体脂肪が減り始め、血液中のアルブミ
ン、コレステロール、血色素などが減少してくるも
のです。しかし、そこに低栄養が重なると、血中ア
ルブミン値が顕著に減り始め、老化が加速しま
す。体重が減り、筋力が弱まって転倒・骨折を起
こしやすくなります。抵抗力が低下して病気にも
かかりやすく、寝たきりへとつながってしまいます。
実際、75歳を過ぎて、ダイエットをしているわけで
はないのに、徐々に体重が減っている人は、低栄

養になっているかもしれません。高齢者の場合
は、総エネルギーやたんぱく質が不足しているタ
イプが多く見られます。
低栄養を予防するのに最も大切なのは、「バラ

ンスのよい食事」です。特に血中アルブミン値を上
昇させるには、動物性たんぱく質を含む肉と魚を
バランスよく摂取する必要があります。肉、油脂、
牛乳・乳製品、海藻、緑黄色野菜、果物、魚介、
卵、大豆や大豆製品、いもの10種類の食品群をほ
ぼ毎日食べている人は、要介護状態になるリスク
が少ないことが分かっています。知的意欲の低下
を防ぐためには、適度な油脂の摂取も大切です。

当社は林業経営や山林の維持管理におけ
る担い手不足、相続問題、施業放棄、所有者
不明森林等の社会課題を解決する一手段とし
て、信託スキームの活用を検討してきました。
そして令和２年8月1日に、国内で初めての商
事信託として、森林を信託財産とする信託事
業を開始しました。
森林は約10haで岡山県西粟倉村にあり、村

外にお住まいの個人が所有者（委託者＝受益
者）です。当社は所有者に代わって林業事業
体への経営の委託、収入の管理を行い、信託
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配当を行います。施業を行う林業事業体は、複
数の森林をまとめることで林業経営の効率化
が図れるとともに、相続等により土地所有者が
分からなくなる事態も防ぐことができます。
今後は、レーザー測量技術などの先端技術

も活用し、川上から川下までのサプライチェー
ン構築を推進することで林業再生とともに地
域活性化を後押ししてまいります。「森林信託」
は、国連の持続可能な開発目標（SDGｓ）に
沿った、当社の新たな取り組みです。

うつ状態 ある
血中コレステロール 160㎎/dl未満
血中アルブミン 4g/100ml未満

体重減少 1カ月で約1㎏くらい、また
は、6カ月で約2.5㎏くらい

摂食障害 身体的・認知的な障害
で摂食が困難

買い物 経済的理由や不便さから、
あまり行かない

出典：「すぐわかる！ジェロントロジー」（一般社団法人日本応用
老年学会・編著、社会保険出版社）より一部改変

血中アルブミン値は特定健診の検査項目ではありま
せん。低栄養が心配な方は医療機関の血液検査で
この項目を調べてもらいましょう。

出典：柴田博「肉を食べる人は長生きする」PHP研究所 2013

サステナビリティ活動 森林信託を受託しました～信託を活用した林業再生にチャレンジ！～キラリ

岡山県西粟倉村

表紙の写真 アール・ブリュット作品紹介
「加藤清正と徳川家康の陣取り合戦」 松本 寛庸 MATSUMOTO Hironobu 1992年生まれ 熊本県在住
松本氏は2歳の頃から自宅で絵を描き始めま

した。幼少期から、夕焼けはなぜ赤いのか、細胞
はどのような機能を果たしているのかなど、さまざ
まな事柄に興味を持っていたそうです。乗り物や
建物、生物、宇宙、歴史などの図鑑や本を読み、
それらを彼独自のイメージに変換して、繊細な色
彩と緻密な構図で下書きなしで描いており、作品
はいくつかのシリーズに分けられます。
作品『加藤清正と徳川家康の陣取り合戦』では、
松本氏が住む熊本の武将 加藤清正が徳川家
康の陣地（関東地方の淡い点描部分）を囲い込

み、史実とは異なり加藤軍が徳川軍を鎮圧する
ように描いてあるのです。そして、目を凝らすと47
都道府県はそれぞれ違う模様と色彩で描かれて
おり、細部に至るまで徹底したこだわりが感じら
れます。このような大型の連作を描く時は、紙を
つなぎ合わせながら紙面を拡大し、自分の描き
たい世界を自由自在に広げていきます。

作品撮影：大西 暢夫

※アール・ブリュットとは、「アール（Art）」は芸術、「ブリュット（Brut）」は
磨かれていない、加工されていない（生のままの）という言葉を表す
フランス語で、専門的な美術教育を受けていない人々が独自の発想と
方法により制作した作品のことを指します。

「加藤清正と徳川家康の陣取り合戦」（全体）
2009-2010年頃／紙、鉛筆、色鉛筆、水性ペン／
1枚の紙のサイズ　766×1086㎜

　　松本 寛庸「加藤清正と徳川家康の陣取り合戦」 （部分）
2009-2010年頃／紙、鉛筆、色鉛筆、水性ペン 



人生100年時代の住まいと住まい方
～「幸

こう

齢
れい

住宅」、実現のための計画～
“Aging in Place”―　人生100年時代は、住み慣れたま
ち、大切な自分の住まいで、豊かに自分らしく暮らしていく
ことを、第一の選択肢としてあげる時代であるといわれてい
ます。そして、”Well-being”―　住まいはまた、幸福な人生
のためにとても重要な場所、一丁目一番地であるといえま
す。人生100年応援部は、皆さまのご自宅が、幸福と年齢を
一緒に重ねていく「幸齢住宅」となることを応援し、住まい
と住まい方についてのさまざまなご提案を行います。

三井住友信託銀行
人生100年応援部 
部長

谷口 佳充

昭和から平成に移った頃「これから人生
80年の時代になる」と言われ、さまざまな
変化がございました。あれから30年、多く
の方に「百寿」が訪れる令和の時代に
おいて、信託をはじめとしたソリューション
で、皆さまの豊かな人生を応援いたします。
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「幸齢住宅」とAging in Place
Aging in Place は、「高齢者が、加齢や心身の虚弱化にともなう
問題に関わらず、住みなれた住宅や地域で、できるだけ長く住み続
けること」という意味の言葉ですが、ただ住み続けるだけではなく、
QOL（生活の質）を維持・改善しながら暮らし続けることを目的と
します。これを実現することは、「幸齢住宅」を具体化することにつ
ながります。
多くの方は住みなれた住まいや地域で暮らし続けることを希望

しており、年齢が高くなるほどその傾向は高くなることが見受けら
れます（図１）。
ただし、身体の状況が弱化することは避け得ないことであり、
年齢が高くなるほど自立度が低下する可能性が急激に高まります
（図２）。厚生労働省の資料によると、85歳以上の方のうち、男性
で約45％、女性では約65％の方が要支援・要介護認定を受けて
います（図３）。

●図1 家計を主に支える者の年齢階級別に見た居住継続の意向調査

●図4 Aging in Place の考え方の一例

●図2 「健康寿命」と自立度の変化パターン

●図3 年齢階級別要支援・要介護者の割合

一方で、少子化や核家族化の進展等により、お子さまなどご
家族と同居する世帯が減少し、ご高齢のご夫婦のみ、あるいは
お一人で暮らす方が増えています。
また、住宅の老朽化への備えや、社会情勢、自然環境の変化等
により防犯・防災面等さまざまな配慮の必要性が高まっています。
住みなれた住まいや地域で暮らし続けるためには、このよう
な状況を踏まえて、あらかじめ今後の住まい、住まい方に係る計
画を立てておくことが有効です。この計画を立て実行するために
は、広範囲にわたる多くの事柄について考える必要があります。
できるだけ早く計画を立て始め、必要に応じてご家族・ご親族と
も話し合いながら、じっくり進めるとよいでしょう。

まず、最初にご自身の住まい方に対するニーズを整理します。
例えば、以下のような点が考えられます。

その上で、そのニーズの実現可能性について検討します。

このようなご希望と実現性を勘案し、今後の住まい方につき
判断することとなりますが、主な選択肢としては右上の3つが考え
られます。

本稿では、「幸齢住宅」の実現に向けた計画づくりについて、重要
性と概論のみ示させていただきましたが、実際には個 の々方の状況
に応じてさまざまな計画が考えられます。当社では、計画づくりのご
提案から実現に向けて、さまざまなお手伝いをさせていただきます。
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出典：国土交通省「平成25年住生活総合調査」
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出典：厚生労働省「介護保険事業状況報告」（平成30年度 年報）、「推計人口」（2019年3月）

出典：自立度の変化パターン 全国高齢者20年の追跡調査
（秋山弘子 長寿時代の科学と社会の構想『科学』岩波新書、2010）

住まいの選択
選択肢1

できるかぎり現在の住まいに住み続ける。

心身の状況や生活環境、世帯構成等の変化に応じ、リフォーム
や、減築によるダウンサイジング、2世帯住宅への増改築を行う。

選択肢2

より安心・安全な住宅、利便性の高い住宅（例えば駅近のマン
ション、自立者向けの高齢者住宅）に早めに住み替える。

身体の状況が大きく弱化した場合には、介護施設や介護に特化
した高齢者住宅等への住み替えを想定する。

選択肢3

心身の状況が弱化した場合にも、最期まで住み続けられる高齢者
住宅（例えば介護型高齢者住宅、終身居住の保証された自立型
の高齢者住宅）等に住み替える。

どこに住むか（今の住まいに住み続けるか、別居中のご家族の
近隣等に住み替えるか）。

介護が必要になったら、誰にどのように介護してもらいたいか。

介護が必要になったら、どこに住むか（できる限り今の住まいに
住み続けるか、介護施設等に住み替えるか）。

近隣や地域とどのように関わっていくか。

今後の生活に係るマネープラン、資産の残し方。

（住み替え希望の場合）いつ住み替えるか（早めに住み替えを
して、そこでAging in Place を実現することも考えられます）。

その他

住まいの耐久性、リフォームプラン

リフォーム費用、（住み替え希望の場合）住み替えた場合の費用

家族関係、相隣関係（お子さまなどご家族との同・近・別居、
地域交流の状況等）

地域の医療・介護の状況（病院、在宅診療、在宅介護サービス、
介護施設等の状況等）

周辺地域の状況（自然環境、外出環境、交通利便性、生活利便
施設等）

その他

三井住友トラスト・グループのSDGs取り組み推進
当グループでは、持続的成長を目的としE（環境）・S（社会）・G（ガバナンス）を
重視する「ESG経営・金融機関NO.1」を掲げた取り組みを推進しています。その一
環で2018年からは、国連により採択されたSDGs（持続可能な開発目標）を事業機
会の開拓、ステークホルダーの皆さまとの共通言語と位置づけました。私たちは社
員ひとりひとりが担い手となり、SDGsが掲げる17の目標達成に貢献していきます。

当グループのSDGsの
取り組みはこちら

QOL（生活の質）を維持・向上させながら暮らし続ける

介護予防

介護予防・日常生活支援総合事業

生活利便、みまもり、医療、健康増進、生きがいづくり、地域交流、金融、コミュニティサービス等
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